
仙台市榴ケ岡市民センターで検索または 

https://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/tsutsujigaoka/index.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 7月 1日発行 
〒983-0842 仙台市宮城野区五輪 1-3-1 

TEL 299-5666 FAX 299-5690 

市民センターだより 7月号 

榴ケ岡  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つなげよう つつじのめぐみ 
～Harvest Park Project～ 

《 春は、さくら 》 

榴岡公園の恵みや自然の豊かさを

感じることを目的とし、榴岡明寿

会や榴岡小学校社会学級の皆さん

と協力して、桜の花の塩漬けづく

り体験と桜についての知識を深め

る講座を開催しました。 

桜の花の採集と 

塩漬け 

咲く時期の異なる

２種類の八重桜を

採取し、塩漬けにし

ました。 

塩漬けした桜の花の陰干し 

桜のおはなし& 

塩漬けのパッキング 

塩漬けした桜の花

を干し網に並べ、

風通しの良い場所

で陰干ししました。 

陰干しした桜の塩漬けを塩と

ともに袋詰めしたあとで、 

日本花の会の高階道子氏より、

桜の品種についてや、桜に関す

る質問への回答などをお話し

いただきました。 

講座予告 

講座のご報告 

２０２４年は、多賀城創建から１３００年という

節目の年です。多賀城南門の復元や、多賀城碑

（壷の碑）が国宝に指定される動きなどもあり、

注目されています。 

榴ケ岡寺子屋で、多賀城について学ぶ講座を

９月に実施しようと計画中です。詳細は榴ケ岡市

民センターだより８月号でご案内予定です。 

どうぞお楽しみに！ 

令和６年度 

榴ケ岡寺子屋 

歴史編 
９月７日（土） 
１３：３０～１５：００ 

（予定） 
四
季
《
初
夏
》 

榴岡天満宮では、「夏越の

大祓（なごしのおおはらえ）」に

向けて、穢れを祓う神事に使

われる「茅の輪」が準備され

ていました。１月～６月の半

年間の穢れを祓い、夏以降

の無病息災を祈願する夏の

風物詩ともいえる風景です。 

取材日：R6.6.12 

手水場も花や木彫り

鷽などで飾られ、涼や

かで目に楽しい空間に

なっていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人使用日は、２時間ごとに使用時間枠を設け、使用希望者が多い場合、各使用開始時間の 10分前に抽選します。 

・種目：バドミントン・卓球ができます。  ※用具とシューズはお持ちください。 

・使用料：1回の受付につき 2時間 一般 240円、小中学生 120円 

・他種目（バスケットボール、バレーボールなど）ではご利用できませんのでご注意ください。 

●使用日：７月 ６日（土）・          

        13日（土）・１４日（日） 

 ２０日（土）・２１日（日） 

 ２７日（土）・２８日（日） 

●使用時間：① ９：００～１１：００（  ８：５０抽選） 

②１１：００～１３：００（１０：５０抽選） 

③１３：００～１５：００（１２：５０抽選） 

④１５：００～１７：００（１４：５０抽選） 

 ※使用日・使用時間はやむを得ず変更になる場合があります。詳細はお問い合わせください。 

7月の体育館個人使用日 

講座のご報告 

令和６年度 榴ケ岡老壮大学 

 

開講式・記念イベント 

５月１６日（木）応募多数のため抽選

に当選した４５名の受講生は、開講式に

臨みました。班ごとにオリエンテーション

をしてその後は、記念イベントの「ハンド

パンコンサート」。ほとんどの方が初めて 

見る楽器に目を見張りその音色 

に癒されました。 

ました。 

空飛ぶ円盤？ 

それとも楽器？ ハンドパンマン☆ゲンさん 
 

榴
ケ
岡 

シーズン４

榴ケ岡寺子屋 出前講座 

名掛丁と 

藤村 

６月１５日(土)、生涯学習支援センターを会場とする

出前講座を開催しました。講師には、名掛丁東名会  

役員の梅津 惠一氏をお招きし、土地区画整理事業で

街並みが大きく変わった名掛丁において、島崎藤村と

の縁をつなぎ、詩碑のある広場をつくるに至った想い

と、住民主導の熱意あふれる活動について教えていた

だきました。受講生からは「すばらしい熱意に感動し

た」などの感想が寄せられ、併せて榴岡図書館の協

力により参考図書コーナーも設けられ好評でした。 

7 月の休館 ： １日（月）、８（月）、1６日（火）、2２日（月）、２９日（月） 

※講座の受講者募集等でいただいた個人情報は、講座運営以外には使用いたしません。用紙はリサイクルできます。 

企画：榴岡地区エキサイティング事業実行委員会 

ッショウテンを奪え 〈今江楽天、交流戦で燃え尽きないでね〉 

「お、試合が動いたか？」イーグルスホームゲームの日、球場にほど近い当館には、風に乗

った直接音と周辺のビルからの反射音で盛り上がりがにわかに伝わってきます。追加点？ホ

ームラン？まさかサヨナラ？勝ってるの負けてるのどうなってるの？気になる気になる。 

  ５月…そんなに点取らなくていいから次の日も勝ってほしい〜、あんなに点取られたのに次

の日も負ける〜、苦悶の惨敗、悪夢の連敗、無口の乾杯〜い…。と諦めモードでいたところ、

交流戦は初優勝の祝杯～いで終了。リーグ戦折り返しの、父の日プレゼントとなりました。 

                                              ファンは期待いっぱいで応援するか 

                                          らこそ、勝てば浮かれ負ければ荒れる

というもの。試合終了後、当館周辺の道や交差点は、ふらふらと仙台駅へ向かう人波で油断

ならない状態になりますが、ひとたび球場を出たならば、お店で延長戦の場合でも、赤信号

は盗塁せずに、確実にホームに帰って試合を決めてほしいものです。 （関沢） 


